
個人の金融資産 
（日銀の資金循環統計速報 2011年12月末の状況） 
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年末ベース個人金融資産推移 

2007年以降増加継続 

前年から12％の減少 

前年から13.2％の減少 

前年から13.9％の減少 

個人が市場にリスクマネーを
供給する重要な部分 
個人金融資産の１０．８％ 

米国 ５２％（9.8％、11.5％、31.5％） 
ユーロ２８．９％（7.4％、6.8％、14.7％） 
と比べて大きく劣っている。 

貯蓄から投資を促す仕組みが必要。 
日本版４０１Ｋ、ＩＳＡなど継続投資か？ 

兆円 



個人の外貨建資産 
（日銀の資金循環統計速報 2011年12月末の状況） 
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年末ベース個人の外貨建資産推移 

２００６年以降増加継続 

前年から19％の減少 

前年から7％の増加（外債中心） 

個人が海外投資が進んでいる
とは言い難い 
個人金融資産の１．９％ 
（比率も減少） 

昨年末では、個人投資家のリスク
オフの影響が大きいと見られる。
販売チャネルは増加しているが、
販売態勢整備は十分なのか 

外債に関しては、販売商品や販売
チャネルが未だ十分ではない 


